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1917年ローマ・コスタンツィ劇場における「レオニード・マシーンの絵画コレクショ
ン展」に関する新聞記事一覧

　1917年4月、ローマのコスタンツィ劇場でバレエ・リュスの公演がおこなわれた。この公演に際し、コスタンツィ劇
場付属のコンサートホールで開催されたのが、バレエダンサーで振付師のレオニード・マシーン所蔵の絵画コレク
ション展である。
　この展覧会については、エレナ・ジッリが未来派画家ジャコモ・バッラ演出のバレエ『花火』の史料をまとめた著書
（Elena Gigli, Giochi di luce e forme strane di Giacomo Balla : “Feu d’artifice” al Teatro Costanzi, Roma 1917, Roma : De Luca, 2005.）

において「マシーン・コレクション展」と題して、バッラと関わりがある5つの記事を紹介している（本稿の記事8、9、11、

20、21）。本稿ではそれに加え、展覧会の告知、展覧会の実際の様子、展示作品リスト、批評、その他にマシーン
と絵画の関わりを示している記事を対象とし、1917年4月から5月初頭までにイタリアで発行された新聞を調査し
た結果を報告する。
　これらの記事を時系列に並べてみると、当時の様子が浮かび上がってくる。まず、展覧会の開催日と場所につい
てはこれまで見解が一致しておらず曖昧なままだったが、4月10日と15日にコスタンツィ劇場付属のコンサートホー
ルで開かれたことが今回明らかとなった。詳しくは本報告書に掲載の論文（佐藤菜々子「知られざるバレエ・リュスの企み
―1917年と1934―35年におけるレオニード・マシーンの絵画コレクション展についての考察」）をご参照いただきたい。
　バレエ・リュスのローマ公演そのもの自体については、4月3日付の『イル・ジョルナーレ・ディタリア』紙が、「昨日」劇
場とバレエ・リュスの間で4月9・12日という公演日で最終的に合意したことを報じている（I grandiosi balli russi al Teatro 

Costanzi, in “Il Giornale d’Italia”, 3 aprile 1917.）。翌4日には同紙に詳細な公演プログラムが掲載された。これらの公演
は、イル・ジョルナーレ・ディタリア社による結核の子どものための療養所と傷痍軍人の障碍者施設のチャリティであ
った。この新聞社は『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア』紙の発行元でもあり、これら2紙において連日のように
バレエ・リュスに関する記事が掲載された。
　一方、『ラ・トリブーナ』紙は早くも3月10日に、セルゲイ・ディアギレフ率いるバレエ・リュスが、コスタンツィ劇場で
1911年の公演の時よりも面白いプログラムを見せてくれるだろうと報じている（I balli russi al Costanzi, in “La Tribuna”, 

10 marzo 1917.）。その他にも『イル・コッリエーレ・デッラ・セーラ』『リデア・ナツィオナーレ』『ロッセルヴァトーレ・ロマー
ノ』『イル・ポポロ・ロマーノ』などローマの主だった新聞で、4月に入ってから続 と々公演プログラムが掲載されるよう
になった。
　このように、すでに公演の前からローマにおけるバレエ・リュスへの関心は高まっており、また実際の公演も各紙
が報じる通り好評であったようだ。というのは、4月15日に3回目、さらにナポリ公演を経て27日に再びコスタンツィ
劇場に戻って、4回目の追加公演が行われているからである。
　さてマシーンの展覧会は、バレエ・リュスのレセプションとして国立音楽協会主催により4月10日コスタンツィ劇
場のコンサートホールで開会した。4月9―10日付の『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア』（4）は、公演とレセプシ
ョンの予告に大きく紙面を割いている。公演の意義とプログラムの詳細、出演者の紹介、レセプションで行われる
演奏会の内容と、51点にのぼる全作品の展示リストが掲載され、力を入れた大きなイベントであることがわかる。4

月11―12日付の同紙（7）では、実際のレセプションの様子について、ストラヴィンスキー指揮のオーケストラにより、
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公演プログラムの『ペトルーシュカ』『花火』『火の鳥』のレセプション用に編曲したダイジェスト版が演奏されたこと、
ローマの上流階級が集った華やかな社交の場であったことを伝えている。
　この頃マシーンはまだ20代になったばかりと若く、知名度は決して高くなかったはずだが、前述した公演前の4

月3日付『イル・ジョルナーレ・ディタリア』ですでに、有名ダンサーのリディア・ロポコワと並び「第一線にいる主役」とし
て扱われていることは注目に値する。4月3-4日付の『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア』（1）ではマシーンの振
付による『夜の太陽』が、主役を演じる姿とともに大きく取り上げられている。前述の『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・デ
ィタリア』（4）では、レオン・バクストが描いた肖像画とともに、「バレエ・リュスのアーティスト」という記事の筆頭でマ
シーンが紹介され、ロポコワ、ストラヴィンスキー、バクストがその後に続いている。また4月10-11日付の同紙（6）
でも、若 し々いマシーンの写真がストラヴィンスキー、ピカソの写真と同等に扱われている。これらのことは、イタリ
アにおけるマシーンへの期待と注目が非常に高かったことを示しているといってよいだろう。
　次に展覧会の批評を見ていくと、キュビスムと未来派への期待が大きかったことが読み取れる。展覧会直後の
4月11-12日付の記事（7）では、「時代遅れ」の流派としてマティスのフォーヴィスムが引き合いに出され、ピカソの
キュビスムが讃えられている。ラファエッロ・フランキは未来派のカルロ・カッラの作品をピカソとレジェに並べて高く
評価している（20）。マリオ・ブローリオも、マシーンのコレクションが新しい挑戦と発見に満ちた価値あるコレクシ
ョンだとして、ピカソやブラック、レジェというキュビスムと、未来派のカッラ、セヴェリーニ、バッラに注目を向けて
いる（21）。一方で、後にファシスト党の議員となった画家チプリアーノ・エフェジオ・オッポは、「ピカソ、ブラック、レ
ジェという有名なキュビストの名前に惹かれて」展覧会に来たものの、「言いようがないほど単調だった」と批判し
ている（12）。
　以上のように、展覧会は単なる公演に付随した社交イベントではなく、公演そのものと同じくらい大きな期待が
寄せられ、大きな反響を得た。イタリアにおいて、ピカソをはじめとするフランスの前衛芸術への関心は、批判も含
め大変高かったことがわかる。これまで主に未来派とのコラボレーションとして取り上げられてきたバレエ・リュスの
ローマ公演について、「レオニード・マシーンの絵画コレクション展」は新たな視点をもたらすことができるのではな
いだろうか。

＊ カッコ（　）で示した数字は本稿の記事番号である。

＊ イタリアの新聞の問題点として、発行日の日付と実際の日付が必ずしも一致しないことがある。例えば4月15日付の記事18では、『フ

エマック』の初演が「今夜」で、「明日の昼」にバレエ・リュスの最終公演とあるが、上演記録と突き合わせると、それぞれ14日と15日が

正しい。また新聞によっては発行日が二日にまたがっているものもあり、混乱が生じやすい。正しい日付の特定には、他のアーカイブ

等を手掛かりに個別に確認する必要がある。

＊ 調査にあたっては、ローマの以下の図書館・アーカイブにご協力いただいた。ここに記して謝す。

 ローマ国立中央図書館 Biblioteca Nazionale Centrale di Roma　

 カサナテンセ図書館 Biblioteca Casanatense

 近現代史図書館 Biblioteca di Storia Moderna e Contemporanea

 国立近代美術館アーカイブ Fondi Storici della Galleria Nazionale dʼArte Moderna e Contemporanea

 ローマ歌劇場アーカイブArchivio Storico ed Audiovisuale della Fondazione Teatro dellʼOpera di Roma
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１．
4月3―4日　 

“Il sole della notte 

“

 nei Balli Russi, in “Il Piccolo 

Giornale d’Italia”, 3-4 aprile 1917.　
「バレエ・リュスの『夜の太陽』」『イル・ピッコロ・ジョルナ
ーレ・ディタリア』　1917年4月3―4日
［中央の写真は『夜の太陽』を踊るマシーン。］

　イル・ジョルナーレ・ディタリア社が支援する結核の子
供たちの療養所と、盲人・障碍者協会のチャリティの
ために開催される、コスタンツィ劇場における4月9・12日のふたつのバレエ・リュス公演への期待が高まっている。
貴婦人がたの委員会が、この興味深い素晴らしい二回の公演を支援してくださることになった。委員会は、マリア・
マッツォレーニ夫人、ヴィッジャーノ領主夫人、テアーノ領主夫人、ルディーニ侯爵夫人、ド・ギールス夫人、ロシア
大使夫人から成る。すでに多くのボックス席と１階正面特別席がなくなってしまい、コスタンツィ劇場はほぼ完売状
態だ。
　チケットは上記の貴婦人がた（この企画にあふれんばかりの熱意を示してくださっている）のもとか、イル・ジョルナーレ・デ
ィタリア社で購入できる。優美なるローマの上流社会、寛大で慈愛に満ちたローマの上流社会の人々が、愛国・
博愛というふたつの目的で企画された魅力あふれるこの二公演に駆け付けることだろう。
　バレエ・リュスは芸術の美点とダンスの美点を兼ね備えている。光、色、美、改変、演技。非常に多様で、かつ
意味深長で魅惑的な表現によるダンスのあらゆる優美さ、あらゆる幻想、あらゆる魅力がある。
　バレエ・リュスを伴奏する音楽は、強烈で異例で刺激的だ。観客の目の前には、千変万化の物語が、まばゆい
光景が、光り輝く独特の舞台が繰り広げられる。劇と夢、伝説と神秘、アリアと詩、愛と苦しみ、喜びと信頼、生と
死…。よく管理された巨大なバレエ団であり、また優美で豪華な衣装が素晴らしい。こういうわけで、バレエ・リュ
スは世界のあらゆる場所で大きな成功をおさめ、ますます進化しているのだ。
　バレエ団はアメリカ、スペイン、フランスで大きな熱狂を巻き起こした後、ローマに到着する。なんといっても、革
新され自由の太陽に照らされたロシアが大きな賞賛と祝福の的である今、ローマにどれほどの興奮が引き起こされ
るか想像してみてほしい。
　ここに載せた図版は、最も典型的なバレエのひとつだ。とりわけ第

プリモ・バレリーノ

一舞踊手のマシーンは、素晴らしいとしかい
いようがないほどに役を作り上げ、抜きんでている。
　マシーンはモスクワで、この町の帝室劇場に所属する芸術一家のもとに生まれた。祖国の栄光のために前線で
戦う士官の兄弟がふたりいる。
　マシーンはモスクワの帝室学校で学び、非常に若いうちから、バレエ学校だけではなく帝室演劇学校でも頭角
を現した。そこでは多くの作家が進んで彼に向けて書いた。しかし、散文劇での成功は、彼がバレエ芸術を愛する
ことを妨げはしなかった。
　17歳の時（1914年）、マシーンはパリのオペラ座でリヒャルト・シュトラウスの『ヨセフ物語』でデビューし、大きな
成功を収めた。その後アメリカで、マエストロ・ストラヴィンスキーの強い求めによって、彼の作曲したふたつのバレエ
『火の鳥』『ペトルーシュカ』（これらは幾度も再演された）を踊った。この演目に加え、マシーンは『牧神の午後』でも重
要な役割を演じた。
　18歳で最初のバレエ『夜の太陽』を創作。パリ・オペラ座で初披露され大変な成功を収めた。続いて『ラス・メニー
ナス』のバレエを、長きにわたって支援の手を差し伸べてくれたスペイン国王［アルフォンソ13世（在位1886-1931）］のた
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めに創作した。その冬に、彼はローマで我々が見ることになるバレエをいくつか創った。また、キュビスムの画家ピ
カソと革新的な音楽家エリック・サティとのコラボレーションによる最新のバレエが、パリで初演を迎える予定だ。
　バレエ・リュスは芸術の世界へ、フォーキン、ニジンスキー、マシーンという三人の振付師を次 と々送り出した。マ
シーンは最も若いが、知名度は最も低い。
　マシーンは、前衛最先端の画家たちと意を同じくする芸術の革新者たちのなかで、年齢順では最も若い。新し
い芸術の理想を求めて集まったこの画家たちには、フランス人、イタリア人、スペイン人、ロシア人がいる。マシー
ンは、芸術としても芸術史としても非常に重要で興味深い彼らの絵画を数多く収集していた。

2.　
4月6日　
Ricevimento al “Costanzi

“

, in “L’Idea 

Nazionale”, 6 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場でレセプション」『リデア・ナツィオナ
ーレ』　1917年4月6日

　明日7日土曜日、コスタンツィ劇場のコンサートホー
ルにて、国立音楽協会主催のバレエ・リュスのレセプシ
ョンが開催される。“ローマ上流社会”が参加するレセ
プションでは、マエストロ・イーゴリ・ストラヴィンスキー自らの指揮で壮大な作品『火の鳥』が演奏され、選ばれしロ
ーマの人々が初めて聴くことになるだろう。連合国の軍旗が飾られた広 と々したレセプション会場では、振付師レ
オニード・マシーンの現代絵画の展覧会が開かれる。これは大きな議論や論争を呼ぶことになろう。出品作家は、
レオン・バクスト、パブロ・ピカソ、ジャコモ・バッラのような権威ある画家や、フォルトゥナート・デペロといった若者の
ほか、多数の有名な名前には事欠かず、超前衛絵画の代表者すべてといってよい。この展覧会は新しい芸術を愛
するすべての人に無料で公開される。

3.　
4月6日　
I Balli russi al “Costanzi 

“

, in “La Tribuna”, 6 aprile 1917.

「バレエ・リュス コスタンツィ劇場にて」『ラ・トリブーナ』　1917年4月6日

バレエ団の到着
　コスタンツィ劇場にて４月9・12日に慈善事業として開催される重要な二
回の公演のプログラムについては昨日お知らせした。今日は、アメリカか
ら文句のつけようがない成功をおさめて帰還した、名高きディアギレフの
バレエ・リュス団がローマに到着したことをお伝えしよう。このアーティスト
らと一緒に、ロシアの有名なバレリーナのリディア・ロポコワ、ジュネーブの
オーケストラの名指揮者［エルネスト・］アンセルメも到着した。彼は、大勢の
楽団員が参加するバレエ・リュスのオーケストラを指揮する。
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また、ロシアの偉大な前衛作曲家イーゴリ・ストラヴィンスキーも到着した。彼は、コスタンツィ劇場のバレエ・リュス
公演で直 に々自らの作品を指揮する。

コスタンツィ劇場の［コンサート］ホールにてレセプション
　明日7日土曜日、コスタンツィ劇場のコンサートホールにて、国立音楽協会主催のバレエ・リュスのレセプション
が開催される。“ローマ上流社会”が参加するレセプションでは、マエストロ・イーゴリ・ストラヴィンスキー自らの指
揮により壮大な作品『火の鳥』が演奏され、選ばれしローマの人々が初めて聴くことになるだろう。
　連合国の軍旗が飾られた広 と々したレセプション会場では、振付師レオニード・マシーンの現代絵画の展覧会
が開かれる。これは大きな議論や論争を呼ぶことになるはずだ。出品作家は、レオン・バクスト、パブロ・ピカソ、ジ
ャコモ・バッラのような権威ある画家や、フォルトゥナート・デペロといった若者のほか、多数の有名な名前には事欠
かず、超前衛絵画の代表者すべてといってよい。
　この展覧会は新しい芸術を愛するすべての人に無料で公開される。

4. 

4月9―10日
I grandiosi balli russi al Costanzi, stasera, 

in “Il Giornale d’Italia”, 9-10 aprile 1917.

「偉大なるバレエ・リュス　今夜コスタンツィ劇場
にて」『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア』　
1917年4月9-10日
［左の写真は、バクストによるマシーンの肖像画］

バレエ・リュスの芸術家たち　レオニード・マシーン
　ロシア帝室劇場の芸術家の家に生まれたマシーンはモスクワの帝室学校で学び、非常に若いうちから、バレエ
学校だけではなく帝室演劇学校でも頭角を現した。そこでは多くの作家が進んで彼に向けて書いた。しかし、散文
劇での成功は、彼がバレエ芸術の高みにのぼろうとするのを妨げはしなかった。
　17歳の時（1914年）、マシーンはパリのオペラ座でリヒャルト・シュトラウスの『ヨセフ物語』でデビューし、大きな成
功を収めた。アメリカでは、マエストロ・ストラヴィンスキーの強い求めによって、彼の作曲したふたつのバレエ『火
の鳥』『ペトルーシュカ』を演じた。それらは幾度となく再演された。この演目とともに、マシーンはバレエ『牧神の午
後』でも重要な役割を担った。
　18歳で最初のバレエ『夜の太陽』を創作。パリ・オペラ座で初披露され大変な成功を収めた。続いて『ラス・メニー
ナス』のバレエを、長きにわたって支援の手を差し伸べてくれたスペイン国王のために創作した。その冬に、彼はロ
ーマで我々が見ることになるバレエをいくつか創った。また、キュビスムの画家ピカソと革新的な音楽家エリック・サ
ティとのコラボレーションによる最新のバレエが、パリで初演を迎える予定だ。バレエ・リュスは芸術の世界へ、フォ
ーキン、ニジンスキー、マシーンという三人の振付師を次 と々送り出した。マシーンは最も若いが、知名度は最も
低い。
　マシーンは、前衛最先端の画家たちと意を同じくする芸術の革新者たちのなかで、年齢順では最も若い。新し
い芸術の理想を求めて集まったこの画家たちには、フランス人、イタリア人、スペイン人、ロシア人がいる。マシー
ンは、芸術としても芸術史としても非常に重要で興味深い彼らの絵画を数多く収集していた。



74

1917年ローマ・コスタンツィ劇場における「レオニード・マシーンの絵画コレクション展」に関する新聞記事一覧 ｜ 西田有紀

　彼にはロシアの前線で戦うふたりの勇敢な兄弟がいる。［…］

明日のレセプション
絵画展
　明日、火曜16時からコスタンツィ劇場の［コンサート］ホールにて、バレエ・リュスを讃えて国立音楽協会が主催す
る振付師レオニード・マシーン所蔵の豊かで多彩な絵画コレクション展が開催される。
　レセプションでは、バレエ『ペトルーシュカ』の一節、交響詩『花火』とイーゴリ・ストラヴィンスキーのバレエ『火の
鳥』のフィナーレが演奏される。すべてストラヴィンスキーが指揮する。
　開場は13時45分の予定。
　展示される絵画のリストは次の通り。とても興味深い展覧会となることだろう。

 1. レオン・バクスト（ロシア人、パリ） 《レオニード・マシーンの肖像》（デッサン）1914年
 2. 　　－ 《P.ピカソの肖像》（カリカチュア）1917年
 3. ジャコモ・バッラ（ローマ） 《春》1916年
 4. 　　－ 《戦争》1916年
 5. 　　－ 《デモンストレーション》1915年
 6. 　　－ 《衣装デザイン》1915年 

 7. 　　－ 《習作》1915年
 8. 　　－ 《習作》1916年
 9. 　　－ 《自画像》1917年
 10. ジョルジュ・ブラック（パリ） 《コンストラクション》1916年
 11. カルロ・カッラ（ミラノ） 《放蕩息子》1915年
 12. 　　－ 《カフェ・デュ・フォーブール》1914年
 13. 　　－ 《静物》1914年
 14. 　　－ 《サイフォンびん》1914年
 15. 　　－ 《角錐状のコンストラクション》1914年
 16. 　　－ 《形態と色のパースペクティブ》 1912年
 17. ジョルジュ・キリコ（イタリア人、パリ） 《エンジニアの望郷》1917年
 18. フォルトゥナート・デペロ（ローマ） 《爆発》1916年
 19. 　　－ 《スピード》1916年
 20. 　　－ 《鳥の運動》1916年
 21. 　　－ 《ダンサーたち》（デッサン）1916年
 22. 　　－ 《荷を運ぶ人》（デッサン）1916年
 23. アンドレ・ドラン（パリ）　 《食卓》1915年
 24. アルベール・グレーズ（パリ）　 《肖像》1916年
 25. 　　－ 《ボワ＝ル＝プレトルの帰還》1915年
 26. ナタリア・ゴンチャローワ（モスクワ） 《スペイン女性》1916年
 27. 　　－ 《エジプト逃避行》1916年
 28. 　　－ 《マグダラのマリア》1915年
 29. フアン・グリス（スペイン人、パリ） 《田園風の庭園》1916年
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 30. 　　－ 《静物》1917年
 31. 　　－ 《コーヒー袋》1917年
 32. ミハイル・ラリオーノフ（モスクワ） 《習作》1916年
 33. フェルナン・レジェ（パリ） 《バレエ・リュスの退場》1914年
 34. 　　－ 《ヴェルダン》（デッサン）1916年
 35. 　　－ 《ヴェルダン》（デッサン）1916年
 36. アンドレ・ロート（パリ） 《庭園》1916年
 37. 　　－ 《庭園》1916年
 38. 　　－ 《肖像》（デッサン）1917年
 39. パブロ・ピカソ（スペイン人、パリ） 《静物》1916年
 40. 　　－ 《水彩》1916年
 41. 　　－ 《新聞》1916年
 42. 　　－ 《アルルカン》1917年
 43. 　　－ 《レオニード・マシーンの肖像》1917年
 44. 　　－ 《ポンペイの絵》1916年
 45. ディエゴ・リベラ（メキシコ人、パリ） 《ウルティマ・オラ》1916年
 46. 　　－ 《オレンジ》1917年
 47. ジーノ・セヴェリーニ（イタリア人、パリ） 《陶器》1917年
 48. レオポルド・シュルヴァージュ（ロシア人、パリ） 《ブーケ》1916年
 49. 　　－ 《家並み》1916年
 50. アンヘル・サラガ（メキシコ人、パリ） 《緑の神》1917年
 51. 　　－ 《ロウソク》1917年

　木曜夜のバレエ・リュス第二回公演のチケットを購入された方は、明日、熱い芸術論争を巻き起こすこと必至の
この展覧会に自由に入場できる。

5.　
4月10日
In onore dei Balli Russi, in “L’Idea Nazionale”, 10 aprile 1917.

「バレエ・リュスを讃えて」『リデア・ナツィオナーレ』　1917年4月10日

　国立音楽協会の実行委員会はこの新聞を通じて、最新芸術の愛好者や
信奉者の方々にぜひレセプションに参加していただきたいと望む。4月10日
火曜日16時、コスタンツィ劇場のコンサートホールで、振付師レオニード・
マシーン所蔵の絵画展にて開催される“バレエ・リュス”を讃えるものだ。レ
セプションではバレエ『ペトルーシュカ』の交響楽の一節と、交響詩『花火』、
イーゴリ・ストラヴィンスキーのバレエ『火の鳥』のフィナーレが演奏される。
彼が直々、演奏の指揮をする。招待チケットを持っていない人でもレセプシ
ョンに入場自由となる。マシーン・コレクションで展示される多数の素晴らし
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い絵画のリストは以下の通り。

レオン・バクスト　《レオニード・マシーンの肖像》（デッサン）1914年。《P.ピカソの肖像》（カリカチュア）1917年。
ジャコモ・バッラ　《春》1916年。《戦争》1916年。《デモンストレーション》1916年。《衣装デザイン》1915年。
 《習作》1915年。《習作》1916年。《自画像》1917年。
ジョルジュ・ブラック　《コンストラクション》1916年。
カルロ・カッラ　《放蕩息子》1915年。《カフェ・デュ・フォーブール》1914年。《静物》1914年。
 《サイフォンびん》1914年。《角錐状のコンストラクション》1914年。
 《形態と色のパースペクティブ》1912年。
ジョルジュ・キリコ　《エンジニアの望郷》1917年。
フォルトゥナート・デペロ　《爆発》1916年。《スピード》1916年。《鳥の運動》1916年。
 《ダンサーたち》（デッサン）1916年。《荷を運ぶ人》（デッサン）1916年。
アンドレ・ドラン　《食卓》1915年。
アルベール・グレーズ　《肖像》1916年。《ボワ＝ル＝プレトルの帰還》1915年。
ナタリア・ゴンチャローワ　《スペイン女性》1916年。《エジプト逃避行》1916年。《マグダラのマリア》1915年。
フアン・グリス　《田舎の庭》1916年。《静物》1917年。《コーヒー袋》1917年。
ミハイル・ラリオーノフ　《習作》1916年。
フェルナン・レジェ　《バレエ・リュスの退場》1914年。《ヴェルダン》（デッサン）1916年。
 《ヴェルダン》（デッサン）1916年。
アンドレ・ロート　《庭園》1916年。《庭園》1916年。《肖像》（デッサン）1917年。
ファビオ・ピカッシ［パブロ・ピカソの誤記］　《静物》1916年。《水彩》1916年。《新聞》1916年。
 《アルルカン》1917年。《レオニード・マシーンの肖像》1917年。《ポンペイの絵》1916年。
ディエゴ・リベラ　《ウルティマ・オラ》1916年。《オレンジ》1917年。
ジーノ・セヴェリーニ　《ファイアンス》1917年。
レオポルド・シュルヴァージュ　《ブーケ》1916年。《家並み》1916年。
アンヘル・サラガ　《緑の神》1917年。《ロウソク》1917年。

6.　
4月10―11日　
Il trionfo delle danze russe al “Costanzi 

“

 : un 

nuovo grandoiso successo di arte e di beneficenza 

per la nostra iniziativa, in “Il Piccolo Giornale 

d’Italia”, 10-11 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場にてロシア・バレエの大勝利：弊社主催
による芸術と慈善の新たな素晴らしい成功」『イル・ピッコ
ロ・ジョルナーレ・ディタリア』　1917年4月10―11日
［左からマシーン、ストラヴィンスキー、ピカソの写真。］



77

新しい芸術の魅力
　夢―広く告知され待ち望まれていた、このロシア・バレエの夢―は、大勝利を収めた4月の朝の光とともに、も
はや消え去った。胸を躍らせ震わせるために必要だったのは、メロディに合わせて明るくなり、溶け込み、消える
変幻自在の闇と、芸術へと変わるとても不思議な光の仕掛けである。そして今日、色彩と音色の饗宴に酔いしれ
たあとには、並外れたこのイベントの鮮明で熱い記憶だけが残る。どれほど洗練された社交界があり、いかに公
演が素晴らしく魅力的だったのか誰もわからないほどだ。
　美しいものとの別れに必ず伴う憂いの瞬間に、唯一の慰め（さっそく読者の皆さんと次の喜びを分かち合おう）となるの
が、素晴らしいバレエ・リュス団が木曜夜に行う二回目の公演のお知らせである。
　プログラムは大部分が刷新され、もしかするとさらに重要なものになるかもしれない。というのは、ストラヴィンス
キーの名作『火の鳥』に加え、我らがトマジーニとマシーンが、ゴルドーニの『上機嫌な婦人たち』とドメニコ・スカル
ラッティの楽曲から作り上げた最新作が入っているからだ。［…］
　もはやシベリアは地理上の意味しか持たない。そこは自由の地である。昨夜、世界の母［ローマ］から絶賛された
このロシアの芸術にとって、全世界が自由の地であるように。

f. rain[F. Raineri]

本日のレセプション
　本日4時コスタンツィ劇場のコンサートホールで、前にお知らせしていたレセプションが行われる。国立音楽協会
主催で、バレエ・リュスのアーティストを讃えて、レオニード・マシーンの未来派絵画展を機に開催される。
　マエストロ・ストラヴィンスキーの指揮で、『ペトルーシュカ』の数節と交響詩『花火』が演奏される。

7.　
4月11―12日　
La Mostra dei quadri futuristi degli artisti dei balli russi, in “Il Piccolo Giornale d’Italia”, 11-12 aprile 

1917.

「バレエ・リュスの芸術家たちの未来派絵画展覧会」『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタリア』　1917年4月11―
12日

　昨日の午後、コスタンツィ劇場のコンサートホールにて、
きわめて洗練された集まりが開かれた。バレエ・リュス団に
作品を提供した、あるいは提供する芸術家たち、つまりバ
クスト、バッラ、ピカソ、デペロ、ラリオーノフ、サラガ、ナタ
リア・ゴンチャローワ、その他の画家たちによる絵画展であ
る。改めてこれについて語ろう。
　マエストロ・ストラヴィンスキーは、彼の称賛されている
作品をいくつか招待客に聞かせてくれた。その中の『ペト
ルーシュカ』第四場は、このバレエ作品の一部分で、ペト
ログラードの謝肉祭中の民衆の祭りのひと時を表現して
いる。
　冒頭で、ロシアの民衆の祭りに典型的な楽器であるアコ
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ーディオンを擬したハーモニーが聞こえてくる。そのハーモニーが、この場面全体の基調となる。
　交響曲の軽やかな旋律による序奏が終わると、乳母のダンスが繰り広げられる。それが最高潮に達したとき、
重低音の中にクラリネットが鳴り響き、熊と熊使いの登場を知らせる。
　享楽的な行商人がジプシーと共に現れ、集まった群衆に向けて紙幣を四方八方にばらまく。このエピソードが
終わると、祭りが再開する。御者と馬丁たちが踊り出し、次に乳母たちがそこに加わる。そして仮面をつけた人や、
ヤギや豚や悪魔の扮装をした人たちがやってくる。祭りが絶頂を迎えたとき、交響曲の一節がそれを遮る。『花
火』だ。
　純粋に音楽だけで、花火と同じリズムが繰り広げられる。再び視覚的なものに戻って、『火の鳥のフィナーレ』と
なる。
　同バレエの『子守歌』と終曲のふたつのパートから成るこの部分は、コンサート向けの特別版として演奏された。
この作品は、ストラヴィンスキーが師であるリムスキー＝コルサコフの家族のお祝いのために作ったものだ。
　優雅なひとびと（バレエ・リュスの「一座」以外で）のなかには、テアーノ領主夫人、マリア・マッツォレーニ夫人、ブロー
リオ領主夫人、S. ファウスティーノ領主夫人、シアッラ領主夫人、ベスナールご夫妻、（客を手厚くてもてなしてくれた）
エマ・カレッリ夫人［コスタンツィ劇場主］、マエストロ・トマジーニ等々がいた。
　大きな敬意をもって歓迎されたのは、ロポコワ、マシーン、そして彼らの芸術家仲間である。
　高く評価されたのは、パブロ・ピカソの絵画である。
　彼は優れた芸術家一家の息子としてマラガに生まれた。父はバルセロナの美術学校の教師をしており、ピカソは
この学校とマドリードの学校で学んだ。
　新しい感覚を常に渇望してパリにやってきた若者は、革新者を認め受け入れることを嫌う人間の慣性に抗い、
何年ものあいだ新しい様式を探求してその地で戦った。
　およそ10年前、パリで芸術の世界はふたつに分かれた。ひとつは、ピカソが自ら生み出した新しい道で、彼が率
いた。もうひとつは、まだマティス派のなかでぐずぐずとしていた。
　ピカソこそが唯一の創造者であるキュビスムから、芸術の歴史における新たな時代がいま始まろうとしている。マ
ティスは完敗し、もはやパリではその流派について誰も話題にしない。

8.　
4月12日　
[Cipriano Efisio] Oppo, La mostra della collezione dei quadri di L. Massine, in “L’Idea Nazionale”, 12 

aprile 1917.

［チプリアーノ・エフィジオ・］オッポ　「L.マシーンの絵画コレクション展」『リデア・ナツィオナーレ』　1917年4月12日

　イタリア未来派は数年前に、驚くべき革新的な活力をもって誕生した。当時、それを好意的に受け入れない若
者はいなかった。なぜならイタリア芸術への無関心という喫緊の大問題の解決に寄与したからである。約10年が
経った今、トップたちが道を変えたあとに残った人たちの頑固さと、未来派の道に入ったたくさんの子どもたちに、
さらなる結果を求めてもよいだろう。
　昨夜、振付師マシーンが収集した絵画展で私はこんな思いに沈んでいた。私は特に、ピカソ、ブラック、レジェと
いう有名なキュビストの名前に惹かれてきたのだった。
　神よ、お助けください。よきイタリア人ならば決して疑いもしないであろう、このアルプスの向こうからやってきた
有名人たちについて、私が議論の深みに入らぬように。私がわかったのはこれだけだ。前進する、常に前を行くと
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いう姿が、そこにほとんど見られないこと、そしてこれらの展示作品が言
いようがないほど単調だったということである。
　いつも遅れをとっているイタリアの展覧会で、セザンヌの静物（果物、コ
ーヒーカップ、花、テーブルクロスのしわ）がようやく絵画の最高の表現とされ
るようになったように、ここでは炭酸水のサイフォンびんが絶対的権力を
持つ。このカフェ道具は、未来に熱くなっている善良な人々による夜通し
の議論の中では、いつも謎めいた存在で常駐している。
　サイフォンびんでなければギター、あるいは何某かの新聞タイトルか
本物の新聞があるだろう。いつになったら、正真正銘の半分の顔になる
のだろうか？
　こんなことを言っていると、私が物事をとても浅はかに考え、絵の主
題にまで口を出す愚か者だとみなされることは重々わかっている。いず
れにしても、絵の主題について語ることは全くもって禁じられてはいなか
ったではないか。
　昨日、知的なご婦人方や世俗的な画家たちが、人ごみの中を物憂げ
にさまよう姿を私は見た。心配になってあちこちで説明を求めたスパディ
ーニは、すべての素晴らしい解釈と、部屋に散らばっているすべての天
才たちを前にして心底身が縮まったようだ。しかし、彼は大声にならない
よう独特の警戒をしつつ、私にそっと口ずさんだ。「イタリアから出てい
けよ。外国人は出ていけよ！」と。

9.　
4月12日
L’Esposizione futurista al Costanzi, in 

“L’Osservatore Romano”, 12 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場にて未来派展覧会」『ロッセルヴァ
トーレ・ロマーノ』　1917年4月12日

　昨日の午後、国立音楽協会主催のバレエ・リュスを
讃えるレセプションとともに、コスタンツィ劇場のコンサ
ートホールで未来派絵画展覧会が開かれた。なかで
も注目されたのは、バッラ、バクスト、セヴェリーニ、デ
ペロ、カッラの油彩画である。
　バレエ団のオーケストラが、ストラヴィンスキーの『ペトルーシュカ』第四場、『花火』、『火の鳥』のフィナーレを演
奏した。斬新で光り輝くこの三作品は大きな喝采をあびた。
　会場はローマの上流市民であふれていた。
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10.　
4月13―14日　
Trionfo d’arte e slancio di beneficenza nella 

seconda rappresentazione dei Balli Russi, 

in “Il Piccolo Giornale d’Italia”, 13-14 aprile 

1917.

「バレエ・リュス第二回公演における芸術の大勝利
と慈善の情熱」『イル・ピッコロ・ジョルナーレ・ディタ
リア』　1917年4月13―14日
［『上機嫌な婦人たち』の写真。左からマシーン、ロポコワ、イジコフスキー］

『上機嫌な婦人たち』
　昨夜のバレエ・リュス団の第二回公演でもコスタンツィ劇場は壮観で、観客の数も質も初回公演にまったく引け
を取らなかった。
　最初の演目『火の鳥』―ストラヴィンスキーのバレエ的・美術的・音楽的に魅力的で光り輝く伝説―を除いて、
すべての演目が新しかったのは事実だ。しかし、初回公演の価値ある大成功が、負けずとも劣らぬ勝利を二回目
の公演にもたらすというようなことはあまりないのも確かである。
　とはいえ、この公演ではとまどう出来事もあった。それは『花火』の後だ。舞台は、何と定義していいかわからな
いが、ストラヴィンスキーの有名な交響詩から着想した視覚イメージに基づいている。どのような効果を生み出す
のか不明なものの、未来派らしい非常に大胆な方法を使っている。
　光と奇妙な形態による仕掛けであることを理解した観衆は、結局（保守派がいうには）鼻先にハエが飛んでいるよう
に感じた。楽しめたことを拍手で表明する人もいれば、そんなものは芸術とはいえないといって解読不能なナンセ
ンスを認めたがらない人もいるようだった。とはいえ、成功したという一般的な論調が、このような反対派によって
揺るがされたと思うのは間違いだ。むしろ、われらが観衆はすぐに理解し消化して、その意図と手段に気持ちを掻
き立てられ、時に高度な議論を楽しんだのだった。もちろん巡礼者に対する議論というのでもなかった。なぜなら、
ロシア人と非ロシア人から成るこの芸術家グループには、好意的な注目を集める画家・色彩家のバッラが含まれて
いたからである。
　また、われらがヴィンチェンツォ・トマジーニが、ゴルドーニのそれほど有名ではない喜劇とドメニコ・スカルラッテ
ィの洗練された趣味のよい器楽曲『チェンバロのためのソナタ』をもとに作った最新作バレエ『上機嫌な婦人たち』
の舞台の幕が上がったときにも、やはり満席のホールで好奇心とおそらく批判も含んだどよめきが沸き起こった。
あの有名なバクストが18世紀の喜劇のために考案した雰囲気が、暗く風変りだったからだ。しかしこれは魅力を損
うものではまったくなかった。多くの人々が、舞台に湧き出る素晴らしい活気と美しい音楽の豊かなインスピレーシ
ョンによって、次第に楽しみはじめ、納得し、やがて興奮した。大勢の観客が惜しみない拍手を送り、最後には満
場一致の大喝采が繰り返され、若きローマの音楽家と、衣装（非常に素晴らしい）のバクストとソクラーテ、そして驚く
べき躍動感・正確さ・ユーモアがあふれる音楽とダンスのマシーンら共同制作者たちの、見事に練られたこの作品
を受け入れたいと感じたのだった。
　たしかに、まさにこれは新しく成功する作品の明確な特徴である。そのユーモアは、果てしない優美さと上品さ
にあふれ、わが18世紀ゴルドーニの世界について、正しく快い「解釈」を作り上げている。
　舞台美術の問題（蜂の巣をつついたような騒動を昨夜引き起こした）は残る。遠回しであれ恣意的であれ、何らかの形
でヴェネツィアの魅力を呼び起こさせる背景というより、陰気で不可解などんよりとした、隠者が住まう岩山あるい
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は洞窟である。しかし昨夜、熱く語っていた人がいた。「もしバクストが、観客の意向に合った舞台美術を作ってい
たとしたら、果たしてこんなに多くの熱い議論で、同じように彼を讃えていただろうか？」
　『上機嫌な婦人たち』（現代的な芸術と精神による自由な観念を通じたものであるにしても、イタリア的な趣向と伝統の活力が残
された素晴らしい一例）の大成功の後、マシーン創作の大胆で奇想天外な『夜の太陽』が、観客に心から受け入れら
れたことをお伝えし、この簡単な報告を終えるとしよう。結局、この素晴らしい公演の“頂点”（すなわち、非常にカリカ
チュア的な感覚によるゴルドーニ時代への機知に富む追憶）が、すべてのなかで最も忘れられない印象を残した。つまると
ころ、永遠なるローマの天才がロシアの勝利に参加していたという誇りから生まれた印象である。

f. rain［F. Raineri］

　昨夜のコスタンツィ劇場も壮観であった。ボックス席と一階正面特別席には政界、文学界、芸術界の著名人た
ちが目についた。わずかな例外を除き、前回の公演でお知らせした顔ぶれなのでここで繰り返す必要はないだろ
う。洗練された立派な観客で劇場ホールが壮観であったと再びお伝えすれば十分だ。

バレエ・リュス再公演　割引料金にて
　ディアギレフ・バレエ団が、センセーショナルな素晴らしい成功を9日（月）と12日（木）のコスタンツィ劇場の二公
演にて収めたことにより（文字通り劇場が売り切れた）、人々から三度目の公演への強い要望が寄せられた。
　そこでバレエ団は、ローマ中の人たちがこの独創性あふれるプログラムに参加できるよう、コスタンツィ劇場にて
4月15日（日）17時より、三度目で最後のバレエ・リュス公演を割引料金で開催することにした。「完売御礼」の素晴
らしい大成功が再びもたらされることは言うまでもない。
　日曜の公演の間、有名振付師マシーンの絵画展覧会が、訪れる人たちに無料で公開されることを皆様にお知ら
せする。

11.　
4月14日
Giuochi di luce e forme strane, in “Il Giornale d’Italia” , 14 

aprile 1917.

「光のあそびと奇妙な形：コスタンツィ劇場における第二回バレエ・リュ
ス公演」『イル・ジョルナーレ・ディタリア』　1917年4月14日

『上機嫌な婦人たち』
［…］［F. Raineriの批評。記事10と同一。］

ホール
　ローマの上流社会がそこにあった。参加者リストを作るのはほぼ不可
能である。記憶をたよりに思い出して書き留めよう。テアーノ領主夫人、
テッラノーヴァ公爵夫人とマリア貴婦人、サン・ファウスティーノ公爵夫人
とヴィルジアーナ貴婦人、マリア・マッツォレーニ貴婦人、カザーティ侯
爵夫人、スアルディ伯爵夫人とアンドレイア貴婦人、ピッコローミニ伯爵
夫人、シアッラ領主夫人、貴婦人フランカ・フローリオ、マッサリ公爵夫
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人、ジョヴァネッリ領主夫人、デル・ドラゴ領主夫人、マンツォーニ伯爵夫人、ブラン男爵夫人、ジョルジ＝メノッテ
ィ夫人、マラスピーナ侯爵夫人、グエヴァーレ公爵夫人、サングロ公爵のお嬢様方、エマ・ファブリコッティ伯爵夫
人、ガエターノ・ディ・ラウレンツァーナ伯爵夫人、ロヴァテッリ伯爵夫人、ロベルト伯爵夫人、カッレーガ・ディ・ルチ
ェディオ領主夫人、アンティノーリ侯爵夫人、スピノザ＝ルッフォ領主夫人、ネグローニ伯爵夫人、カヴリアーニ侯
爵夫人、アンティチ＝マッテイ侯爵夫人、レネル・ロッド貴婦人、クルペンスキー夫人、オルセー伯爵夫人、カストリ
エ侯爵夫人、フェディーナ・マッツァローノ貴婦人、マリニョーリ侯爵夫人、フォア・ディ・ブルーノ伯爵夫人［…］

花の配布
［…］［幕間にカーネーションを配って、チャリティの募金を集めた。］

割引料金にて再公演
　ディアギレフ・バレエ団が、センセーショナルな素晴らしい成功を9日（月）と12日（木）のコスタンツィ劇場の二公
演にて収めたことにより（文字通り劇場が売り切れた）、人々から三度目の公演への強い要望が寄せられた。
　そこでバレエ団は、ローマ中の人たちがこの独創性あふれるプログラムに参加できるよう、コスタンツィ劇場にて
4月15日（日）17時より、三度目で最後のバレエ・リュス公演を割引料金で開催することにした。「完売御礼」の素晴
らしい大成功が再びもたらされることは言うまでもない。
　日曜の公演の間、有名振付師マシーンの絵画展覧会が、訪れる人たちに無料で公開されることを皆様にお知ら
せする。

12.　
4月14―15日
L’ultimo spettacolo dei Balli russi avrà luogo domani alle 

ore 17, in “Il Piccolo Giornale d’Italia”, 14-15 aprile 1917.

「バレエ・リュス最終公演は明日17時」『イル・ピッコロ・ジョルナー
レ・ディタリア』　1917年4月14―15日

　バレエ・リュス団は、独創性あふれるプログラムにローマの人々
が参加できるように、明日17時に割引料金で最後の公演をおこ
なう。
　日曜の公演の間、有名振付師マシーンの絵画展覧会が、訪
れる人たちに無料で公開されることを皆様にお知らせする。

13.　
4月14―15日
I balli russi a prezzo popolari, in “Il Piccolo Giornale d’Italia”, 14-15 aprile 1917.

「割引料金でバレエ・リュス」『イル・ピッコロ』　1917年4月14―15日

明日の昼、コスタンツィ劇場にて最後のバレエ・リュス公演が割引料金で開催される。
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プログラムは以下の通り。

1.   『シルフィード』（ショパン作曲） 

2.   『上機嫌な婦人たち』ゴルドーニの原作をヴ
ィンチェンツォ・トマジーニが改作したバレエ
喜劇。スカルラッティ作曲。

3.   『ラス・メニーナス』レオニード・マシーンの創
作バレエ。

4.   『火の鳥』イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲。
作曲家の指揮によるオーケストラ。

　この最終公演の間、マシーンの有名なコレクションの未来派絵画展が無料で一般公開される。
　明日夜は『ミニョン』でヒダルゴの最後の公演。

14.　
4月14日
La seconda dei balletti russi al Costanzi, in “L’Osservatore Romano”, 14 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場にてバレエ・リュス第二回公演」『ロッセルヴァトーレ・ロマーノ』　1917年4月14日

　コスタンツィ劇場で昨夜おこなわれたバレエ・リュスの第二回公演には、実に多くの人々が駆け付け、我々の最も
大きな劇場の美しいホールは、すべての席が埋め尽くされた。
　マエストロ・ストラヴィンスキーの『火の鳥』とリムスキー・コルサコフの『夜の太陽』は、初回公演と同じく輝かしい
成功を収め、ロポコワ、マシーン、そしてその他すべてのディアギレフ・バレエ団の最高の団員に、ふさわしい喝采が
浴びせられた。
　マエストロ・ストラヴィンスキーは次に、『ペトルーシュカ第四場』を指揮した。
オーケストラの演奏は熟達しているようにはまったく思えなかったが、この若き
音楽家の興味深い楽曲は高く評価され、熱烈な拍手が送られた。
　造形・音楽による舞台美術の『花火』は、ストラヴィンスキー的な音楽の特徴
に欠けるところと、造形・音楽的な舞台美術を再現する上で画家バッラの着想
に独創性が欠けているところがあり、辛い成功となった。
　昨夜の大勝利は、やはり『上機嫌な婦人たち』に与えられた。ヴィンチェンツ
ォ・トマジーニがゴルドーニの喜劇をもとに、ドメニコ・スカルラッティの曲で伴
奏をつけたバレエである。この才能あるローマ生まれの音楽家は、洗練された
編曲を成し遂げた。また、陽気でユーモアに富んだ振付けも素晴らしく魅力的
であった。
　華やかなバクストの衣装は高く評価された。しかし、同じくバクストが考案し
ソクラーテが制作した舞台美術は無骨で、ゴルドーニ風の洗練された雰囲気
とまったくそぐわないように見える。
　マエストロ・トマジーニは、バクスト（花束と月桂樹の冠を受けた）と出演者らとと
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もに、何度もカーテンコールを受けた。　
　そしてリムスキー・コルサコフの音楽にのせた、マシーンの『夜の太陽』のアンコールで公演は幕を閉じた。
　熱烈な要望におこたえして、日曜16時に最後のバレエ・リュス公演。
　公演中、未来派絵画展が開催される。
　本日は休演。
　明日土曜は、新バージョンの『リゴレット』。モリナーリ、ヒダルゴ、テノールのマルケズ。そしてマエストロ・デ・ロガ
ティスの新作の一幕物オペラ『フエマック』。
　お待ちかねのP. マスカーニの『ロドレッタ』も間もなく。

15.　
4月14―15日
“Huemac

“

 di P. De Rogatis al Costanzi, in “Il Messaggero”, 

14-15 aprile 1917.

「P. デ・ロガティス『フエマック』コスタンツィ劇場にて」『イル・メッサッ
ジェーロ』　1917年4月14―15日

　今夜、コスタンツィ劇場にて割引料金で、マエストロ・パスクアーレ・
デ・ロガティスの最新作の一幕物オペラ『フエマック』が初演される。チ
ェーザレ・サラ、ツィネッティ・ジュゼッピーナ、そしてテノールのファマダ
スが出演予定。
　続いて『リゴレット』は、名歌手エルヴィラ・デ・ヒダルゴ、テノールのウ
ンベルト・マクネス（マエストロ・マスカーニ自身が新作オペラ『ロドレッタ』に抜擢
した）、バリトンのモリナーリ。
　明日の昼はバレエ・リュスの割引料金の最終公演。
　プログラムは以下の通り。

1.  『シルフィード』（ショパン作曲）
2.  『上機嫌な婦人たち』（新作）　ゴルドーニの原作を、ヴィンチェンツォ・トマジーニが改作したバレエ喜劇。
スカルラッティ作曲。

3.  『ラス・メニーナス』　レオニード・マシーンの創作バレエ。
4.   『火の鳥』　イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲。作曲家の指揮によるオーケストラ。

　この最終公演の間、マシーンの有名なコレクションの未来派絵画展覧会が無料で一般公開される。
　明日の夜は『ミニヨン』でヒダルゴの最後の公演。
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16.　
4月15日　
I balli russi a prezzi popolari, in “Il Giornale 

d’Italia”, 15 aprile 1917.

「割引料金でバレエ・リュス」『イル・ジョルナーレ・ディタ
リア』　1917年4月15日

　明日の昼、コスタンツィ劇場において、割引料金でバ
レエ・リュスの最後の公演。プログラムは以下の通り。

1.  『シルフィード』（ショパン作曲）
2.  『上機嫌な婦人たち』　ゴルドーニの原作をヴィンチェンツォ・トマジーニが改作したバレエ喜劇。スカル
ラッティ作曲。

3.  『ラス・メニーナス』　レオニード・マシーンの創作バレエ。
4.  『火の鳥』　イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲。作曲家の指揮によるオーケストラ。

　この最終公演の間、マシーンの有名なコレクションの未来派絵画展覧会が、無料で一般公開される。
　明日夜は『ミニョン』でヒダルゴ最後の公演。

17.　
4月15―16日　
L’ultima dei balli russi a Roma, in “Il Piccolo Giornale d’Italia”, 15-16 aprile 1917.

「バレエ・リュス最終公演　ローマにて」『イル・ピッコロ：ジョルナーレ・ディタリア』　1917年4月15―16日
［左列は、未来派のカンジュッロによる詩。写真はリュボーフィ・チェルヌイショーヴァ。］

本日17時のプログラム
プログラムは以下の通り。

1.  『シルフィード』（ショパン作曲）
2.   『上機嫌な婦人たち』　ゴルドーニの原作をヴィンチ
ェンツォ・トマジーニが改作したバレエ喜劇。スカル
ラッティ作曲。

3.   『ラス・メニーナス』　レオニード・マシーンの創作バレ
エ

4.  『火の鳥』　イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲。作曲
家の指揮によるオーケストラ。

　この最終公演の間、マシーンの有名なコレクションの未来
派絵画展覧会が、無料で一般公開される。
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18.　
4月15日
« Huemach » di P. De Rogatis al Costanzi, in “L’Osservatore 

Romano”, 15 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場にてP. デ・ロガティス『フエマック』」『ロッセルヴァ
トーレ・ロマーノ』　1917年4月15日

　今夜コスタンツィ劇場にて、マエストロ・パスクアーレ・デ・ロガティス
の一幕物オペラの最新作『フエマック』が割引料金で初演される。チ
ェーザレ・サラ、ツィネッティ・ジュゼッピーナ、テノールのファマダスが
出演予定。
　続く『リゴレット』は、名歌手エルヴィラ・デ・ヒダルゴ、テノールのウ
ンベルト・マクネス（マエストロ・マスカーニ自身が新作オペラ『ロドレッタ』に抜
擢した）、バリトンのモリナーリ。
　明日の昼は最後のバレエ・リュスによる割引料金の公演。興味深
いプログラムは以下の通り。

1.  『シルフィード』　ロマンティックな『夢想』。ショパン作曲、M.フォーキン振付。 

2.  『上機嫌な婦人たち』（新作）　ゴルドーニの原作をヴィンチェンツォ・トマジーニが改作したバレエ喜劇。ス
カルラッティ作曲。マエストロ・トマジーニによるオーケストラ編曲。レオン・バクスト考案、カルロ・ソクラー
テ制作による舞台美術・衣装。レオニード・マシーン振付。この独創性あふれた喜劇は、木曜の公演で
ローマの上流階級によって、真に上質な傑作であると評価された。満場一致の大きな興奮を巻き起こし
た。

3.  『ラス・メニーナス』　レオニード・マシーンによる創作バレエ。フォーレ作曲。
4.  『火の鳥』　時事性にあふれたロシアの伝説。イーゴリ・ス
トラヴィンスキー作曲。作曲家の指揮によるオーケストラ。
A. ゴロヴィンによる舞台美術・衣装。フォーキン振付。

　この最終公演の間、素晴らしい振付師L.マシーンの有名なコレク
ションによる未来派絵画展覧会が、無料で一般公開される。

19.　
4月15日
I balli russi al Costanzi, in “Il Messaggero”, 15 aprile 1917.

「コスタンツィ劇場にてバレエ・リュス」『イル・メッサッジェーロ』　
1917年4月15日

本日の公演は割引料金
　名高いバレエ・リュスのディアギレフ・バレエ団が、本日17時に完全



87

なる割引料金で実施する実に興味深い最終公演の演目は、以下の通りである。
 

1.   『シルフィード』　ロマンティックな『夢想』ショパン作曲、M.フォーキン振付。
2.   『上機嫌な婦人たち』（新作）　ゴルドーニの原作をヴィンチェンツォ・トマジーニが改作したバレエ喜劇。
スカルラッティ作曲。マエストロ・トマジーニによるオーケストラ編曲。レオン・バクスト考案、カルロ・ソクラ
ーテ制作による舞台美術・衣装。レオニード・マシーン振付。この独創性あふれた喜劇は、木曜の公演で
ローマの上流階級によって、真に上質の傑作であると評価された。満場一致の大きな興奮を巻き起こし
た。

3.   『ラス・メニーナス』　レオニード・マシーンによる創作バレエ。フォーレ作曲。
4.   『火の鳥』　時事性あふれるロシアの伝説。イーゴリ・ストラヴィンスキー作曲。A. ゴロヴィン舞台美術・
衣装。フォーキン振付。

　この最終公演の間、素晴らしい振付師L.マシーンの有名なコレクションによる未来派絵画展覧会が、無料で一
般に公開される。

20.　
4月22日
Raffaello Franchi, L’ultima dei balli al Costanzi, 

in “Humanitas”, 22 aprile 1917.

ラファエッロ・フランキ　「コスタンツィ劇場でのバレエ
最終公演」『フマニタス』　1917年4月22日
［4月15日の第三回公演に関する批評の中で、展覧会について触

れている。マイクロフィルムの画像が不鮮明で、部分的にしか読

み取れなかった。］

ローマ―コスタンツィ劇場にて最後のバレエ・リュス
公演
　バレエ・リュスはそれ自体に気品ある趣きがあった。
本物の芸術家で、美しいものを与えられるひとが、どんな祭りの不意打ちとも無関係に、その美を与えてくれた。花
火・光の仕掛け・社交が好きなその愉快な男は、要するにこの高みでも輝く方法を見つけたのだった。ストラヴィン
スキー、ピカソ、カッラの名前が並ばなければ、バッラという人間は、全く不可解だと思われたかもしれない。私は
最終公演に慌てながらぎりぎりに到着した。この加速したリズムで、公演中に許された短い休憩の間に、ひとでぎ
っしりの展覧会場を駆け回った足は激しい“弾力性”を持った。いわゆる総合芸術の出し物よりも、真に革新的な
光景が現れたとき、私は美しい未来派の夕べに酩酊した。レジェの優品、ピカソの素晴らしい作品群、カッラの多
数の静物画に目を惹かれたが、そのなかのひとつ（『炭酸水の瓶』）は［…］
　展覧会については、再び手短に述べる。社交界イベントという観点からは、バッラとデペロの作品も大きな注目
を集めている。必見はゴンチャローワの作品で、興味をそそられるのは、この展示作品はぴんと来ないものの、デ・
キリコである。［…］
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21.　
5月3日　
Mario Broglio, Arte avanguardia, in “Il Giornale del Mattino”, 

3 maggio 1917.

マリオ・ブローリオ　「前衛芸術」『イル・ジョルナーレ・デル・マッティ
ーノ』　1917年5月3日

　名高いダンサーで振付師のレオニード・マシーン、あの噂の「バレ
エ・リュス」の勝利者が、前衛絵画の素晴らしいコレクションに触れ
るという望外の喜びをローマの人 に々、もたらしてくれた。
　ますます前進した彼らの芸術様式で登場する、少数だが有名で
重要な名前を見るだけでも、このコレクションの大部分が二次的
な作品であるにもかかわらず、いかに注目すべきものであるかがわ
かる。
　現代絵画の偉大な魔術師ピカソ、前線、いや最前線に立つカッラ、フアン・グリスとブラック、セヴェリーニとレジ
ェ、バッラとデペロについて語るとしよう。
　最近制作されたものばかりではなく、またきわめて推論を要する性格の作品群だが、この芸術家グループは、一
見しただけではあるものの、孵化前の革新的な芸術の急成長を示している。その発展は常に新しい挑戦と新しい
発見に満ちている。
　フランスのキュビスム派の最新研究を追う人にとって、ピカソの作品は特に雄弁だ。そのいくつかはローマ滞在
中に生まれた新鮮なものである。今日、この落ち着きのない探究者の作品が重要視されているのは、予測不能で
多様で斬新な色彩要素を活用して描かれた絵画の啓発的な複雑さにある。それによって彼は、永遠の静寂のなか
で自らをがちがちの骸骨にしてしまうほどの貪欲で計算高い思考に常にとらわれ、あらゆる生命と構成物を奪う恐
れがあった芸術の根本的な改革を進めていく。［…］


